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漂流ごみの回収

漂流する流木の回収

多関節クレーンによる回収回収装置による回収

潮目に集積する漂流ごみ

漂流ごみを双胴部で跨ぐように航行

清掃兼油回収船
「べいくりん」〔横浜港〕

清掃兼油回収船
「白龍」〔名古屋港〕

清掃兼油回収船
 「Dr.海洋」〔神戸港〕

清掃兼油回収船
「美讃」〔坂出港〕

調査観測兼清掃船
「海輝、海煌」
〔熊本港、八代港等〕

清掃兼油回収船
「海和歌丸」〔和歌山下津港〕

清掃兼油回収船
「みずき」〔徳島小松島港〕

清掃兼油回収船
「いしづち」〔松山港〕

清掃船
「おんど2000」〔呉港〕

清掃兼油回収船
「がんりゅう」〔北九州港〕

清掃兼油回収船
 「クリーンはりま」〔東播磨港・神戸港〕

浮遊油の回収

放水による浮遊油の拡散 吸着マットによる油回収

放水拡散するDr海洋、クリーンはりま 吸着マットにより油を吸着

海洋環境整備船の配備

東京湾

伊勢湾
瀬戸内海

有明・
八代海域

海洋環境整備船による漂流ごみや油の回収（海洋環境整備事業）

○ 船舶航行の安全を確保し、海域環境の保全を図るため、東京湾、伊勢湾、瀬戸内海、有明・八代海の閉鎖性海域において、１２隻
の海洋環境整備船を配備し、海面に漂流する流木等のごみの回収を実施している。また、船舶等の事故による流出油にも対応し
ている。 ※周囲を陸地に囲まれた内湾・内海などの水の交換が少ない水域のこと

○ 令和５（２０２３）年度は漂流ごみを約７．２千ｍ３回収。

漂流ごみの回収状況

※大規模災害時には災害協定団体等のごみ回収量も含む。
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東京湾

伊勢湾
瀬戸内海

有明・
八代海域

海洋環境整備船による漂流ごみの回収（各船の回収量推移）
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：管轄区域

R1年度 186m3

R2年度 46m3

R3年度 16m3

R4年度 39m3

R5年度 62m3

基地港：横浜港

べいくりん

R1年度 253m3

R2年度 323m3

R3年度 195m3

R4年度 117m3

R5年度 200m3

基地港：名古屋港

白龍

R1年度 495m3

R2年度 771m3

R3年度 691m3

R4年度 168m3

R5年度 900m3

基地港：神戸港

Dr.海洋

R1年度 222m3

R2年度 735m3

R3年度 999m3

R4年度 196m3

R5年度 765m3

基地港：神戸港

クリーンはりま

R1年度 250m3

R2年度 590m3

R3年度 240m3

R4年度 306m3

R5年度 582m3

基地港：和歌山港

海和歌丸

R1年度 987m3

R2年度 889m3

R3年度 1,015m3

R4年度 540m3

R5年度 1,220m3

おんど2000

基地港：呉港

R1年度 426m3

R2年度 480m3

R3年度 301m3

R4年度 115m3

R5年度 588m3

基地港：小松島港

みずき

R1年度 451m3

R2年度 505m3

R3年度 892m3

R4年度 739m3

R5年度 302m3

基地港：坂出港

美讃

R1年度 675m3

R2年度 1,597m3

R3年度 1,759m3

R4年度 893m3

R5年度 1,809m3

基地港：松山港

いしづち

R1年度 697m3

R2年度 357m3

R3年度 485m3

R4年度 77m3

R5年度 245m3

基地港：北九州港

がんりゅう

R1年度 447m3

R2年度 691m3

R3年度 227m3

R4年度 107m3

R5年度 347m3

基地港：熊本港

海輝

R1年度 723m3

R2年度 1,414m3

R3年度 416m3

R4年度 235m3

R5年度 197m3

海煌

基地港：八代港



海洋環境整備事業(有明海・八代海)の概要

海域環境の保全と船舶航行の安全確保を図るため、有明海・八代海・橘湾を管轄区域に海洋環境整備船 「海輝」・
「海煌 」を配備し、海上の漂流ごみの回収、および水質・底質調査、潮流観測等の環境調査を実施している。

海洋環境整備船・海輝

海洋環境整備船・海煌

海 洋 環 境 整 備 船 写 真 
かいき

かいこう

福岡県
佐賀県

長崎県

熊本県

鹿児島県

管 轄 区 域 図

漂流ごみ回収状況

水質調査状況

底質調査状況

八代海

有明海

橘湾
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漂流ごみ回収作業の概要

◆漂流ごみの回収は、海洋環境整備船が装備する「スキッパー」及び「多関節クレーン」を用いて行います。

◆また大量の漂流ごみが発生した時は、支援台船や漁協等と連携した回収作業も行います。

「スキッパー」
ごみをすくい上げる

「多関節クレーン」
流木などをつかみとる

海輝、海煌の漂流ごみ回収方法 海輝、海煌の漂流ごみ回収状況

・定期的に海域を巡回し、漂流ごみを回収することで、
有明海・八代海等の海域環境改善に貢献。

※漂流ごみの量は台風や大雨の状況､流域の状況等により変化。
※漁協連携による回収含む
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＜海洋環境整備船による漂流ごみ回収実績＞

(年度)

(千m3)

R2.7豪雨
7-9月の回収実績（m3）

1,152m3 1,197m3 

過去10年間の
年間平均回収量
約1.3千m3/年
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八代有明海・橘湾の海域別の漂流ごみ回収状況

熊本県
四季咲岬灯台

長島
大崎

熊本県

下島魚貫
崎

長崎県野
母崎

牛深大島
灯台
片島山
頂

築ノ島東
端

樺島南端

橘湾

有明海

八代海

熊本港

三池港

八代港

かいき

かいこう

(有明湾奥) (m3/年)
R1d：  747.77
R2d：  245.70
R3d：   39.80
R4d：   73.20
R5d：  251.05

(有明湾央) (m3/年)

R1d：  137.20
R2d：  126.00
R3d：   38.50
R4d：   20.20
R5d：   81.60

(八代海) (m3/年)

R1d：  284.80
R2d：1,734.23
R3d：  565.37
R4d：  248.56
R5d：  211.55

(橘湾) (m3/年)
R1d：    0.00
R2d：    0.00
R3d：    0.00
R4d：    0.00
R5d：    0.00
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回収分は含まない



令和２年７月豪雨における流木等回収の概要

〇7月3日夜より梅雨前線が九州北部まで北上、低気圧や前線に向かって暖かく湿った空気が流れ込み、九州では大
気の状態が非常に不安定になり、7月3日から7月4日の2日間の雨量は7月平均雨量に匹敵する雨量となった。
この豪雨の影響により、主に八代海において流木をはじめとした大量の漂流物及び漂着物が確認された。
〇航行船舶の安全確保及び海洋環境保全のため、海洋環境整備船「海輝」「海煌」及び災害協定団体の作業船など
最大10隻体制で、7月31日までこの回収を行った。

調査観測兼清掃船「海輝」 調査観測兼清掃船「海煌」

有明海

八代海

球磨川

菊池川

筑後川

矢部川

凡例：調査実施済みエリア

7月4日撮影

［八代海の漂流物状況］

7月8日撮影

7月12日撮影

［八代海の漂流物状況］

［海岸付近の漂流物状況］

［作業船での回収状況］

［海輝での回収状況］

［海煌での回収状況］

回

収

6



環境調査の実施概要

海洋環境整備船は様々な機器を装備しており、これらの機器を使って有明・八代海の環境調査を実施。

調査名 各調査の目的 調査内容 時期

水塊構造調査

水温･塩分等の水質の鉛直断面特性から水塊構造

の季節変化、経年変化を把握する。

貧酸素水塊や赤潮の発生と水塊構造の関係を把

握する。

<機器計測>

水温、塩分、ＤＯ、ｐＨ、ＯＲＰ、濁度、クロロフィルａ

<採水分析>

濁度、ＳＳ、クロロフィルａ、植物・動物プランクトン

原則として月2回

（大潮期・小潮期）

※平成16年度～

底質・底生生物

調査

底質･底生生物の分布及び経年変化を把握する。

底質の変化と底生生物の増減との関係について

把握する。

<機器計測>

水温、塩分、ＤＯ、ｐＨ、ＯＲＰ、濁度、クロロフィルａ

<底質分析>

粒度組成、全硫化物、含水率、湿潤密度、強熱減量、

Ｔ-Ｎ、Ｔ-Ｐ、ＣＯＤ、クロロフィルａ、ＯＰＲ，ＴＯＣ

<底生生物> マクロベントス

年1回（春季・秋季）

※平成16年度～

八代海定点

連続水質調査

水質の時間的変動を把握し、球磨川との関係を踏

まえた基礎的なデータとする。

<機器計測>

流向・流速、水温、塩分、クロロフィルａ、濁度、ＤＯ、酸

素飽和度

年3回（春季・秋季・冬季）

※平成16年度～

自動採水器投入状況

プランクトンネット投入状況
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水塊構造調査結果（水温、塩分）

・有明海、八代海ともに、令和4年８月の調査では湾奥から湾央の広い範囲で上層が高水温、低塩分となる成層構造が
  確認され、これらの傾向は過年度と同様であった。

【有明海】有明中央ライン 【有明海】有明東ライン

【八代海】八代西ライン 【八代海】八代中央ライン
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水塊構造調査結果（クロロフィルａ）

・有明海のクロロフィルaは、令和4年8月中旬においては湾奥から湾央の表層付近で高い値が確認された。八代海にお
いても、令和4年8月中旬に八代中央ライン湾央を中心としてやや高い値が認められた。

【有明海】有明中央ライン 【有明海】有明東ライン

【八代海】八代西ライン 【八代海】八代中央ライン

9



水塊構造調査結果（溶存酸素量[ＤＯ]）

・令和4年8月中旬において有明中央ラインの湾奥から湾央の下層を中心として酸素濃度がやや低い状況が確認された。
同時期に八代中央ラインの湾奥から湾央部においてやや低い値がみられた。
・有明海・八代海ともに、夏季を中心に水温の上昇、河川流量の増加等により成層度が高くなり、下層のDOの低下が認
められ、これらの傾向は概ね過年度と同様であった。

【有明海】有明中央ライン 【有明海】有明東ライン

【八代海】八代西ライン 【八代海】八代中央ライン

4.0mg/Lを下回る酸素濃度の

やや低い状態が確認された地点
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水塊構造調査結果（植物・動物プランクトン）

植物・動物プランクトンの分布状況

○植物プランクトン
・有明海、八代海ともに細胞数の分布状況は調査時ごとに異なる傾向がみられた。
・分類群別には有明海では令和4年8月に渦鞭毛藻綱が見られたが、令和4年11月には珪藻綱が多くなっていた。八代 
海では８月、11月共に湾奥部で珪藻綱が多くみられた。

〇動物プランクトン
・有明海での個体数は、令和4年8月は概ね湾奥部で多く、湾口部で少ない傾向であった。八代海では、個体数、種類数
ともに顕著な分布の傾向はみられなかった。
・分類群別には総じて甲殻類の占める割合が多かった。

＜植物プランクトン：細胞数、分類群＞ ＜動物プランクトン：個体数、分類群＞
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底質・底生生物調査結果

有明海：No.1～5、9

八代海：No.12，15～17

礫

砂

シルト・粘土

粒度組成

調査日：令和4年5月23～26日

1
2

3

4

5

7

6

8

9

10

11

12

13

15

1714

16

・有明海では湾奥一部の地点(No.4)において過去、シルト・粘土分の割合に大きな変動が見られ、現在もシルト分の割

  合の高い状態が続いている。
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八代海定点連続水質調査結果

・水質鉛直分布の経時変化に大きな特徴は見られなかった。

八代海定点連続水質調査地点
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No.17 

 

 

〔凡 例〕
●底質･底生生物調査地点
○八代海定点連続水質調査地点

(4月、10月、1月)

(4月・10月)

(1月)
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